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地方自治法第233条第5項及び山梨県行政の

全般に係る総合的な計画の議決等に関する条例
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山梨行動計画の実施状況の概要に関する報告書

を次のとおり提出します。
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1 「元気産業創出」チャレンジ



―1―

「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 1 成長分野への参入と新産業の集積
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
11

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県産業の活性化を図るため、「産業振興ビジョン」に基づき、中小企業の経営革新

に向けた取り組みを支援することにより、本県産業の高度化と競争力の高い産業集積の

形成を図ります。

また、燃料電池の実用化は、新たな産業の創出につながると期待されることから、産

学官の連携による事業化の推進など燃料電池関連産業の育成�集積に取り組みます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 経営革新への支援 P.2 産 業 労 働 部

○ 経営基盤�資源の確保への支援 P.2 産 業 労 働 部

○ 新技術�新製品開発への支援 P.2 産 業 労 働 部

○ ものづくり産業の成長分野進出の促進 P.3 産 業 労 働 部

○ 中小企業サポート体制の充実 P.3 産 業 労 働 部

○ 超電導等による電力貯蔵技術実用化の推進 P.4 企 業 局

○ 燃料電池関連産業の育成、集積 P.5 産 業 労 働 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 2,040百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 257百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 257百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

成長分野進出に取り組む中小企業
への支援件数（行動計画期間中の
累計）

－
28件

（H26）

7件

（H23）
25.0

企業誘致数（行動計画期間中の累
計）

－
50件

（H26）

22件

（H23）
44.0



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

成長分野への参入と新産業の集積 ―2―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1経営革新への
支援

商 工 総 務 費 中小企業の経営革新計画の策定支援を行うとともに、

中小企業が抱える新商品開発、販路開拓等の経営革新

の諸課題に対し、商工団体等が連携、協働して支援を

行う体制の構築や専門家チームの派遣など、きめ細か

な支援を行った。

これにより、中小企業の経営革新への取り組みに寄

与した。

・経営革新計画承認件数 14件

・中小企業経営革新サポート事業支援件数 23件

（ 15,000）

【産業支援課】
13,320

2経営基盤�資
源の確保への
支援

商 工 総 務 費 創業、経営革新、人材育成、販路開拓等、中小企業

の成長段階に応じた取り組みを促進するため、やまな

し産業支援機構が担う総合的な支援基盤機能の強化を

推進した。

これにより、中小企業の経営基盤の強化に寄与した。

・総合相談体制の整備�充実 相談件数 4,803件

・下請取引のあっせん 722件

・専門家の派遣 52社

（ 80,603）

71,993

【産業支援課】

3新技術�新製
品開発への支
援

今後成長が期待される産業分野への進出を促進し、

地域の経済成長の原動力とするため、中小企業の新技

術�新製品の研究開発を支援した。

これにより、県内企業の技術力の向上に寄与した。

・成長分野の核となる中小企業の研究、技術開発への

支援 3件

・成長分野の技術力向上や競争力獲得のための研究開

発への支援 4件

【産業支援課】



（予算科目 単位

‥

千円）

成長分野への参入と新産業の集積―3―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4中央自動車道
沿線広域産業
連携の推進

商 工 総 務 費 中央道沿線の多摩、諏訪の各地域には、特色のある

企業が立地していることから、これらの地域との連携

の強化に取り組み、本県中小企業の取引先の拡大、新

技術�新製品の開発力の強化、技術力の向上を図った。

これにより、県内企業50社の製品�技術ＰＲレポー

トの作成や多摩地域企業とのビジネスマッチングが

28件行われるなど、広域産業連携を推進した。

・クラスターマネージャーの企業訪問 延べ94社

・製品�技術ＰＲレポートの作成、県ホームページへ

の掲載

・共同研究開発実現可能性調査の実施 18件

・産業展示会出展への支援

「ビジネスフェアfromＴＡＭＡ」への出展 5社

（ 6,118）

6,083

【産業政策課】

5ものづくり産
業の成長分野
進出の促進

商 工 総 務 費 中小企業の製品開発�受注機会の拡大を図るため、

意欲的な中小企業が取り組む、産業振興ビジョンが示

す成長分野への進出を促進した。

これにより、成長分野への進出に関心を持った中小

企業者らによる「成長分野産業研究会」が発足（平成

24年2月、事務局

‥

やまなし産業支援機構）するな

ど、新たな産業興しに向けた機運が醸成されている。

・成長分野産業進出セミナー等の実施による中小企業

への支援

対象分野

‥

航空機�環境対応自動車、医療機器

セミナー参加者 116人

・高度専門技術習得支援スタッフによる技術支援

配置スタッフ 5人

訪問指導件数 延べ822社

・成長分野チャレンジナビゲータの派遣

配置ナビゲータ数 4人

派遣回数 延べ354社

（ 904）

696

【海外展開�成長分野推進室】

6中小企業サ
ポート体制の
充実

商 工 総 務 費 中小企業が抱える新商品開発、販路開拓等の経営革

新の諸課題を解決するため、商工団体、金融機関等が

連携�協働してサポートする体制を整備し、個々の企

業ごとの支援方針を決定した。

これにより、中小企業の経営革新に向けた取り組み

が進んだ。

・中小企業サポート連携拠点会議の開催 10回

・専門家チームとの調整会議 14回

（ 2,000）

1,889

【産業政策課】



（予算科目 単位

‥

千円）

成長分野への参入と新産業の集積 ―4―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7産学官連携に
よる研究開発・

事業化の推進

商 工 総 務 費 中小企業の技術力�製品開発力を強化し、新分野へ

の進出機会をつくるため、県内企業が必要とする技術

や研究と、県内外の大学等の保有するシーズとのマッ

チングを支援した。

これにより、県内企業の新分野への進出機会をつく

り、新技術に関する情報の収集や、事業パートナーの

仲介�斡旋を充実させることができた。

・中小企業からの連携ニーズの把握 2社

・職員の産学官連携専門家育成研修派遣 1人

（ 160）

63

【産業支援課】

8企業誘致の推
進による産業
集積の促進

企業立地対策費 活力ある産業の集積と雇用の拡大による本県経済の

活性化を図るため、製造業を中心とした将来性のある

優良な企業の誘致を推進した。また、積極的な企業訪

問を通じ、企業支援を行うとともに、情報の収集に努

めた。

これにより、平成23年は22件の工場立地を図った。

・県内外の企業訪問 延べ461社

・産業集積促進助成金の運用 2件

・やまなし企業立地コミッションの運営（ワンストッ

プサービスの実施、工場立地法の改正や支援制度等

最新情報の提供）

（ 126,522）

123,013

【産業集積推進課】

9超電導等による
電力貯蔵技術実
用化の推進

（電気事業会計） 再生可能エネルギー技術普及と、超電導関連産業の

育成�集積を図るため、電力系統の安定化技術に関す

る研究フィールドの整備を推進した。

これにより、鉄道総合技術研究所と、超電導関連技

術を利用した電力貯蔵技術の研究について協定を締結

するとともに、実証試験を平成25年度から共同で行

うための基本計画を策定した。

・電力貯蔵技術による適用性実証試験

鉄道総合技術研究所と協定を締結

研究推進に向けた基本計画を策定

・実証試験用の大規模太陽光発電所の整備

整備に向けた調査を実施

（ 9,524）

3,371

【企

‥

電気課】

10電気自動車用
充電インフラ
の整備

電気自動車利用者の利便性向上を図り、電気自動車

の普及を促進するため、急速充電器を整備した。

これにより、クリーンエネルギー自動車の普及に寄

与した。

・富士北麓駐車場への設置
【環境創造課】



（予算科目 単位

‥

千円）

成長分野への参入と新産業の集積―5―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

11燃料電池関連
産業の育成、
集積

企業立地対策費 山梨大学の燃料電池技術の研究成果を活用した本県

産業の活性化を図るため、産学官が連携し、燃料電池

技術の実用化に向けた研究開発や技術相談会を開催

した。

これにより、燃料電池関連産業の育成�集積を促進

した。

・燃料電池実用化推進会議の開催 平成23年7月

・燃料電池技術支援アドバイザーによる技術相談会の開催

10回

・燃料電池自動車の導入に関する実証研究

（ 27,102）

25,726

【海外展開�成長分野推進室】



成長分野への参入と新産業の集積 ―6―



―7―

「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 2 成長分野を支えるプラットフォームの充実
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県産業の発展に向け、中小企業の技術力の一層の向上や将来の地域産業を担う人材

の育成に取り組みます。

また、産学官連携の推進やＩＣＴの利活用などを通じ、県内産業の活性化に取り組み

ます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 産学官連携による研究交流の促進 P.8 産 業 労 働 部

○ 中小企業への金融支援 P.8 産 業 労 働 部

○ 地域産業の担い手育成 P.9 教 育 委 員 会

○ 産業技術短期大学校の機能充実 P.9 産 業 労 働 部

○ 地域産業リーダーの育成支援 P.10 産 業 労 働 部

○ ＩＣＴの利活用の推進 P.10 企 画 県 民 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 101,830百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 10,843百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 10,843百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

産学官連携等の支援件数及び産学
官共同研究実施件数（累計）

139件

（H22）

270件

（H26）

174件

（H23）
26.7

インターンシップに参加した県立
高校生の参加割合

39.7％

（H22）

45.0％

（H26）

46.1％

（H23）
120.8



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

成長分野を支えるプラットフォームの充実 ―8―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1産学官連携に
よる研究交流
の促進

商 工 総 務 費 産学官連携をより一層進め、中小企業の技術向上を

図るため、工業技術センター等の試験研究機関と山梨

大学と合同の研究発表会を開催することを通じて、技

術シーズの情報提供を行い、県内中小企業との連携を

支援した。

これにより、産学官共同研究の推進に寄与し、技術

の向上や産業の活性化を促進した。

・山梨大学との合同研究発表会の開催

平成23年9月

・合同研究発表会における成果の発表 95件

・産学官共同研究の実施 26件

（ 985）

981

【産業支援課】
工 業 試 験 費

（ 186,130）

173,930

2中小企業への
金融支援

資 金 貸 付 金 中小企業の経営の安定化を図るため、金融機関と連

携し、新分野への進出など事業活動に必要な資金の貸

付けや設備貸与を推進した。

これにより、負債総額1,000万円以上の企業倒産は、

件数、負債総額ともに低水準となるなど中小企業の資

金繰りに寄与した。また、資金調達力の弱い中小企業

の設備投資を促進した。

・商工業振興資金の新規貸付け

融資件数 2,066件

融 資 額 14,752,565千円

・設備資金の貸付け、設備の貸与

貸付け等件数 131件

貸付け等実績額 1,681,751千円

商工業振興（ ）資金特別会計
【商業振興金融課】（ 8,675,703）

8,358,520

小規模企業者等設備

導 入 資 金 貸 付 金

中小企業近代化（ ）資金特別会計

（ 900,000）

746,029

県単独中小企業設備

貸 与 資 金 貸 付 金

中小企業近代化（ ）資金特別会計

（ 250,000）

205,563



（予算科目 単位

‥

千円）

成長分野を支えるプラットフォームの充実―9―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

3地域産業の担
い手育成

教 育 指 導 費 地域産業の担い手を育成し、県内企業への就職率の

向上を図るため、産学官が連携し、企業現場実習、企

業技術者の実践的授業、教員の企業研修、企業との共

同研究などを推進した。

これにより、地域産業の担い手育成に寄与した。

・地域産業を担う人材の育成

企業現場実習の参加生徒数 延べ534人

企業技術者の実践的授業の参加生徒数 延べ735人

教員の企業研修参加者数 延べ63人

技能検定合格者数 延べ171人

・地元企業と連携した商品開発�販売活動

峡南高校における「西嶋和紙」を活用したオリジ

ナル和紙等の開発、販売

増穂商業高校における「ラ�フランス」を使った

商品開発、販売

（ 4,300）

【高校教育課】
4,244

4キャリア教育
の推進

教 育 指 導 費 望ましい職業観�勤労観を育むとともに、主体的に

進路を選択する能力や態度を育成するため、就業体験

等を推進した。

これにより、キャリア教育の推進に寄与した。

・就業体験の実施

県立高校インターンシップ実施校 32校

事前指導のための講演会支援 8校

（ 405）

【高校教育課】
109

5産業技術短期
大学校の機能
充実

産業技術短期

大 学 校 費

専門訓練等の実施により、高度な技術や技能、専門

的な知識を併せ持った優れた人材を育成した。また、

産業技術短期大学校都留キャンパスの整備を進めた。

これにより、若年技術者の育成に寄与するとともに、

専門課程の拡充を図った。

・産業技術短期大学校都留キャンパスの整備

平成24年1月 建設工事に着手

・高卒者等に対する専門訓練の実施

4学科 1年生92人、2年生106人 計198人

修了者106人

（ 1,110,171）

【産業人材課】
602,540

［ 415,853］

6産学官労の連携
による人材育成
戦略の推進

職業能力開発振興費 技術系人材の確保�育成を図るため、産学官労の幅

広い関係者の参画を得て、人材育成戦略を推進した。

これにより、産学官労の連携の強化や産業界のニー

ズに即した技術系人材の育成に寄与した。

・産学官労連携人材確保�育成推進会議の開催 2回

・「匠の技�伝承塾」による若手技能者の育成

開催回数 15回 修了者 16人

（ 3,280）

3,280

【産業人材課】 商 工 総 務 費

（ 455）

134



（予算科目 単位

‥

千円）

成長分野を支えるプラットフォームの充実 ―10―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7地域産業リー
ダーの育成支
援

商 工 総 務 費 将来の県産業界を担う人材の育成を図るため、山梨

大学工学部に設置された「地域産業リーダー養成特別

枠」の学生に対し大学が行う特別講習や特別インター

ンシップの実施を支援した。

これにより、特別教育プログラムが実施され、県内

の産業界を担って活躍しようという意欲と実力を備え

た優秀な人材の育成に寄与した。

・地域産業リーダー養成教育プログラムによる人材育

成の実施

コミュニケーション�プレゼンテーション演習、

県内企業経営者等による演習、県外研修等の実施

対象者10人

特別インターンシップ、企業訪問の実施

受入企業14社 延べ実施日数66日

（ 3,000）

3,000

【産業人材課】

8ＩＣＴの利活
用の推進

情 報 管 理 費 ＩＣＴの可能性や活用方法に関する県民の理解を深

めるため、医療、教育、農業などの分野における人材

育成研修やテクノＩＣＴメッセなどを開催するととも

に、防災などの分野におけるＩＣＴを活用した新たな

サービスについての検討を行った。

これにより、県民の暮らしに直結した分野でのＩＣ

Ｔの利活用の推進に寄与した。

・人材育成研修（医療�教育�農業など7分野）の実施

延べ開催回数35回、延べ参加人数918人

・テクノＩＣＴメッセの開催

平成23年11月、参加人数約12,000人

・ＩＣＴを活用したサービスの検討

ワーキンググループの設置�開催

延べ開催回数8回

（ 1,227）

【情報政策課】
603

9情報通信産業
の誘致と振興

情 報 管 理 費 事務所の設置や情報通信機器の整備を支援するとと

もに、ＩＣＴ人材の就職先確保や育成のための取り組

みに対して支援した。

また、景気低迷により一時凍結している高度情報化

拠点整備事業の再開の可能性について検討した。

これにより、情報通信産業の誘致と振興に寄与した。

・情報通信関連企業立地への支援 2件

・高度情報化拠点整備の再開可能性に関する検討

関係機関からの情報収集 3回

景気動向等委託調査 1件

（ 14,232）

【企 画 課】

【情報産業振興室】

12,412

企 画 総 務 費

（ 1,300）

1,300
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 3 やまなしブランドの確立
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

ジュエリー、ワイン、織物などの特色ある地場産品や、もも、ぶどうに代表される高

品質な農産物などを「やまなしブランド」として位置付け、国内外に向け情報発信し、

競争力と収益性の向上を図ります。

また、中小企業が行う地域の優れた資源を活用した新たなブランドづくりや、国内外

への販路開拓を支援します。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ やまなしブランドチャレンジへの支援 P.12 産 業 労 働 部

○ ワインやまなしブランドの確立 P.12 産 業 労 働 部

○ ジュエリーやまなしブランドの確立 P.12 産 業 労 働 部

○ 織物やまなしブランドの確立 P.13 産 業 労 働 部

○ やまなしブランドツーリズムの推進 P.13 観 光 部

○ 「ビタミンやまなし」キャンペーンの推進 P.14 観 光 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 740百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 133百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 133百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

フィルム�コミッションの取扱件数
142件

（H22）

200件

（H26）

157件

（H23）
25.9

地場産品のブランド確立に向けた
取り組み支援件数（累計）

45件

（H22）

125件

（H26）

66件

（H23）
26.3



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

やまなしブランドの確立 ―12―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1やまなしブラ
ンドチャレン
ジへの支援

商 工 総 務 費 地場中小企業者等が新たなやまなしブランドづくり

に積極的に挑戦できるよう、これらの企業が行う国内

外における産地ブランドの形成や販路の開拓、海外へ

の展開などの取り組みに対して支援した。

・産地ブランドの形成、販路開拓、海外展開への支援

15件

（ 12,000）

11,451

【産業支援課】

2ワインやまな
しブランドの
確立

商 工 総 務 費 ワイン産地山梨のブランドイメージのさらなる向上

と販路拡大を促進するため、国内外での商談会等の販

路開拓事業を支援した。また、ＥＵ輸出プロモーショ

ンでは、英国ロンドンに加え、仏国パリでも試飲会を

開催するなど、ワインやまなしブランドの確立に寄与

した。

・英国ロンドン等での甲州ワインプロモーション

平成24年2月

・首都圏での試飲商談会開催支援 平成23年12月

（ 6,549）

5,592

【産業支援課】

3ジュエリーや
まなしブラン
ドの確立

商 工 総 務 費 ブランドイメージの向上と販路拡大のため、雑誌�
インターネット等の様々な媒体を利用した産地の歴史

や技術、山梨ジュエリーの魅力に関する情報発信や、

消費者を直接対象とした販売などの活動を支援した。

これにより、ジュエリー産地やまなしを県内外へ情

報発信することができ、認知度の向上や新たな販路開

拓などに寄与した。

・ジュエリー産地の情報発信への支援

「輝きの祭典」平成23年6月

・消費者を対象とする電子商取引セミナー開催への支援

平成23年11月

・ジュエリーミュージアムの整備

実施設計完了 平成23年6月

（ 1,388）

507

【産業支援課】



（予算科目 単位

‥

千円）

やまなしブランドの確立―13―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4織物やまなし
ブランドの確
立

商 工 総 務 費 織物産地の活性化のため、産地ブランド確立に向け

た販路拡大などの取り組みを支援した。

これにより、織物産地やまなしの認知度向上や新た

な販路開拓などに寄与した。

・国内外展示会出展、新製品開発、販路拡大等への支援

「インターテキスタイル上海」出展支援

平成23年10月

「上海ギフトショー」出展支援 平成24年3月

「YAMANASHIネクタイフェア」実施支援

平成23年10月～12月

（ 3,400）

3,400

【産業支援課】

5世界に通用す
るワイン産地
の確立

果樹園芸等振興費 世界に通用するワイン産地としての地位を確立する

ため、県産ワインの高品質化と産地育成に向けた取り

組みを推進した。

これにより、本県に適した醸造用ぶどうの栽培方法

の検討が本格的に始まるとともに、安定した原料生産

につながる契約栽培が拡大するなど、ワイン産地の確

立に寄与した。

・醸造用原料ぶどうの栽培方法等の試験の実施

果樹試験場明野ほ場における台木�剪定方法等の

検討

・栽培エキスパートの育成と指導

フランス研修1人 平成21年1月～平成24年7月

・醸造用ぶどうの契約栽培による新植支援

新規契約栽培農家8戸 1.4�

（ 16,489）

15,798

【果樹食品流通課】

6やまなしブラ
ンドツーリズ
ムの推進

企 画 総 務 費 山梨の認知度やブランドイメージの向上に寄与して

きたジュエリー、ワイン、果樹農業等の地域ブランド

産業を核として、情報発信力強化やツーリズムの視点

を加味した新たな旅行商品の開発を進め、周辺産業と

一体となった付加価値の高いツーリズムを推進した。

これにより、ジュエリー事業者やワイナリーと旅行

会社やホテル�旅館等の宿泊事業者等によるネットワー

クを形成するとともに、新たな旅行商品を造成した。

・意識啓発セミナーの開催 2回

・ビジネスマッチング相談会の開催 2回

・新たな旅行商品の造成 2件

（ 1,438）

1,311

【観光企画�ブランド推進課】



（予算科目 単位

‥

千円）

やまなしブランドの確立 ―14―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7 「ビタミンやまな
し」キャンペーン
の推進

広 報 費 山梨のイメージアップにつなげるため、県産品や観

光資源などを、ターゲットを絞り都市生活者のニーズ

に合わせて発信することで、やまなしブランドの向上

や、地域資源のブランド化を図った。

これにより、複数のメディアで「やまなし」に関す

る情報が取り上げられた。また、「やまなし」情報を

自ら積極的に発信してくれるやまなし大使が増加した。

・多様なメディアを通じた情報発信

広告費換算額 235億円

・やまなし大使の委嘱（累計）

750人（平成24年3月末現在）

・ビタミンやまなしキャンペーンイベント

平成23年10月

（ 39,979）

39,979

【観光企画�ブランド推進課】
企 画 総 務 費

（ 7,600）

7,377

8映像産業招致
の推進

観 光 総 務 費 映像を通じて本県の魅力を広く発信し、本県のイメー

ジアップと誘客を図るため、フィルムコミッションに

より、映画やテレビ番組などの撮影の誘致�支援を

行った。

これにより、山梨を舞台とした映画やドラマ、テレ

ビ番組を通じて本県を広くＰＲした。

・映画、ドラマ、テレビ番組等の撮影の誘致�支援件数

157件

・ロケ地データベース情報の登録（累計） 332件

・山梨県フィルム�コミッション連絡協議会の運営

（県下全市町村が参加）

（ 3,115）

【観光企画�ブランド推進課】
3,105

9やまなしブラ
ンド協力店の
導入

ワインや農産物などのやまなしブランド確立に不可

欠な「山梨」に接する場所の増加を図るため、直接消

費者との接点となる小売店、飲食店を、山梨の情報発

信拠点とする協力店制度のあり方を検討した。

・やまなしブランド協力店制度の検討�実施
【観光企画�ブランド推進課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 4 地域経済の活性化と雇用の安定
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

地域経済の活性化に向け、中小企業の総合的なデザイン力の向上や伝統産業の技術の

伝承を推進するとともに、ものづくり産業の海外展開に向けた取り組みを支援します。

また、山梨が誇る技術の継承と新卒者をはじめとした雇用の安定を目指し、人材の育

成や就業機会の確保に取り組みます。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 海外でのブランド構築、販路開拓への支援 P.16 産 業 労 働 部

○ 中小企業の総合的なデザイン力強化への支援 P.16 産 業 労 働 部

○ ものづくり産業の海外展開の支援 P.16 産 業 労 働 部

○ 雇用を守るプロジェクトの推進 P.17 産 業 労 働 部

○ 雇用を創るプロジェクトの推進 P.17 産 業 労 働 部

○ 新卒者の就職支援 P.18 産 業 労 働 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 8,480百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 6,696百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 6,696百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

海外への販路拡大等を目指す中小
企業者に対する支援件数（行動計
画期間中の累計）

－
80件

（H26）

25件

（H23）
31.3

県立職業能力開発施設内で行う離
転職者訓練終了3ヶ月後の就職率

61.2％

（H22）

80.0％

（H26）

66.8％

（H23）
29.8



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

地域経済の活性化と雇用の安定 ―16―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1海外でのブラン
ド構築、販路開
拓への支援

商 工 総 務 費 地場中小企業の海外でのブランド構築、販路開拓を

支援するため、海外市場での事業展開に向けたワーク

ショップを開催するとともに、海外におけるプロモー

ション活動を支援した。

これにより、販路拡大と企業のプロモーション能力

の向上に寄与した。

・海外進出可能性分析ワークショップの実施

平成23年7月～平成24年3月

・海外プロモーション活動支援 3件

（ 7,522）

5,031

【産業支援課】

2中小企業の総合
的なデザイン力
強化への支援

商 工 総 務 費 本県地場産業の国内外での市場獲得を図るため、商

品企画力から販売力まで含めた総合的なデザイン力の

強化に向けた各種取り組みを支援した。

これにより、下請けからの脱却を目指す企業のデザ

イン力の向上や販売力の強化に寄与した。

・消費者向け情報発信事業の実施 平成24年1月

・「ミラノデザイン講座」の実施 平成24年2月

参加者 9人

・地場産品プロデュース事業の実施

平成23年7月～平成24年3月

・「やまなしものづくりデザイン塾」の開催

平成23年10月～平成24年2月

（ 11,815）

10,529

【産業支援課】

3ものづくり産
業の海外展開
の支援

商 工 総 務 費 国内需要の縮小等、本県中小企業を取り巻く環境が

大きく変化する中、ものづくり産業の海外への販路開

拓�拡大を図るため、意欲的な中小企業の取り組みを

支援した。

これにより、販路開拓、拡大に係る具体的な進展が

見られるなど、今後の事業展開に繋がる動きが広がった。

・海外展開支援セミナー等の実施による中小企業への支援

中国、タイ、ベトナム

参加企業 35社

・海外への情報発信力の強化セミナーの実施

平成23年10月

参加者 28人

・海外市場環境調査を活用した海外展開の促進

中国、タイ、ベトナム

（ 8,361）

7,436

【海外展開�成長分野推進室】



（予算科目 単位

‥

千円）

地域経済の活性化と雇用の安定―17―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4建設産業の活
性化への支援

建設業指導監督費 かつてない厳しい経営環境にある県内建設産業の活

性化を図るため、新分野への進出、経営改善や企業合

併を目指す意欲ある建設業者の取り組みを支援した。

これにより、自助努力を行う建設業者の経営改善等

が図られ、建設産業の活性化に寄与した。

・建設業相談窓口の常時開設、派遣相談の実施

197件、9回

・建設業新分野進出への支援 13件

・建設経営コンサルタントの派遣による経営改善等の

支援 10件

（ 62,600）

【建設業対策室】
49,018

5伝統産業人材
育成の支援

商 工 振 興 費 伝統産業の担い手となる人材の育成に向けて、国指

定の伝統的工芸品と本県郷土伝統工芸品について、子

どもや若者を対象とした伝統産業への理解を促す活動

及び後継者育成のための取り組みを支援した。

これにより、伝統工芸の認知向上、次世代育成に寄

与した。

・伝統的工芸品産地組合への支援 1件

・郷土伝統工芸品産地組合への支援 2件

（ 4,120）

【産業支援課】
3,073

6雇用を守るプ
ロジェクトの
推進

雇 用 対 策 費 やまなし�しごと�プラザにおいて、就職情報の提

供やキャリアカウンセリングなど、きめ細かな就業支

援を行うとともに、短期的な雇用�就業機会の確保を

図った。

これにより、若年者や中高年齢者の就労につながり、

生活の安定に寄与した。

・やまなし�しごと�プラザによる就業支援

カウンセリング、就労相談等延べ件数 2,937件

・中高年齢者再就職面接会の開催 2回

・緊急雇用創出事業の実施

雇用創出人数（県、市町村） 3,545人

（ 4,787,789）

4,564,091

【労政雇用課】

7雇用を創るプ
ロジェクトの
推進

雇 用 対 策 費 地域における安定的�継続的な雇用�就業機会の創

出と人材育成の拡充を図るための事業を推進した。

これにより、地域の雇用再生に寄与した。

・ふるさと雇用再生事業の実施

雇用創出人数（県、市町村） 586人

（ 1,844,881）

1,805,157

【労政雇用課】



（予算科目 単位

‥

千円）

地域経済の活性化と雇用の安定 ―18―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

8多様な職業訓
練の実施

職業能力開発校費 就業機会の確保を図るため、転職者を対象に、企業

における実習を組み込んだ訓練など、多様な職業訓練

を実施した。

これにより、離転職者の再就職等に寄与した。

・県立職業能力開発校等における離転職者訓練の実施

訓練受講者887人 うち就職563人

（ 269,556）

【産業人材課】
233,123

9新卒者の就職
支援

雇 用 対 策 費 就職面接会の開催や、カウンセリングの実施、就職

情報の提供などを実施した。

これにより、厳しい雇用情勢にある若年者の就業の

促進に寄与した。

・合同就職面接会の開催 4回

・Ｕ�Ｉターン就職フェアの開催 1回

・ジョブカフェやまなし等による就業支援

ジョブカフェやまなしでのカウンセリング延べ件数

2,154件

ジョブカフェサテライトでのカウンセリング延べ件数

597件

（ 8,675）

【労政雇用課】
6,250



―19―

「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 5 未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
19

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県では、技術力の高い農業者の手により、果実を中心とした高品質な農産物の生産

が行われています。

こうした本県農業のより一層の振興を図るため、企業の農業参入を含めた多様な担い

手の確保�育成に取り組むとともに、県オリジナル品種や付加価値の高い加工品の開発、

販路の拡大�開拓に向けた支援を行い、高収益農業の実現を目指します。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ やまなし農業ルネサンス大綱の改定 P.20 農 政 部

○ 山梨県オリジナル品種の普及促進 P.20 農 政 部

○ 県産農産物のブランド化と販売対策の強化 P.21 農 政 部

○ 農産物の新たな販路の開拓 P.22 農 政 部

○ 農産物販売戦略の強化 P.22 農 政 部

○ 農産物輸出戦略の展開 P.23 農 政 部

○ 山梨の新農産加工品の開発推進 P.24 農 政 部

○ 甲斐の銘酒づくりの促進 P.25 農 政 部

○ 未来を支える多様な担い手づくりの推進 P.25 農 政 部

○ 企業の農業参入の促進 P.26 農 政 部

○ 名水を活用した内水面漁業の振興 P.26 農 政 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 16,390百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 6,353百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 6,353百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

県産果実の輸出額
253百万円

（H22）

500百万円

（H26）

128百万円

（H23）
△ 50.6

新規就農者数
185人

（H22）

250人

（H26）

207人

（H23）
33.8

農産物直売所の販売額
4,852百万円

（H22）

6,500百万円

（H26）

4,972百万円

（H23）
7.3



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現 ―20―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1やまなし農業
ルネサンス大
綱の改定

農 業 総 務 費 未来につながるはつらつとした山梨農業の実現に向

け、今後、重点的に取り組む施策をスピーディーに実

行していくため、平成19年度に策定した「やまなし

農業ルネサンス大綱」を改定した。

これにより、本大綱を、経済のグローバル化や消費

者ニーズの変化など農業�農村を取り巻く状況の変化

に迅速かつ的確に対応させるとともに、本県農業の発

展の芽を育てる施策を着実に推進できる内容とするこ

とができた。

・改定検討委員会の設置�開催 3回

・やまなし農業ルネサンス大綱の改定 平成23年12月

（ 882）

855

【農政総務課】

2山梨県オリジ
ナル品種の普
及促進

果樹園芸等振興費 オリジナル品種の早期産地化とブランド化を図るた

め、県立試験研究機関においてオリジナル品種の開発

を進めるとともに、民間等が実施する苗木の増殖確保

や消費宣伝活動等を支援した。

これにより、オリジナル品種の生産量が815ｔ、前

年度と比較して116％となるなど、県オリジナル品種

の速やかな普及と販路拡大に寄与した。また、本県の

新しい銘柄豚を作るための新系統豚の開発が、予定ど

おり平成24年度に完成し、生産者に供給することが

可能となった。

・県立試験研究機関でのオリジナル品種の開発 2品種

ぶどう「甲斐のくろまる」

もも「夢みずき」

・果樹オリジナル品種の苗木生産、ＰＲ活動等への支援

苗木の増殖供給 326本

ＰＲ用資材の作成配布、試食宣伝活動の実施

・新銘柄豚の開発と普及

新系統豚の完成に向けた、第7世代の交配と選抜

（ 360）

360

【果樹食品流通課】

【畜 産 課】

【農業技術課】

農業改良普及費

（ 423）

421

畜 産 振 興 費

（ 23,983）

23,220



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現―21―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

3オリジナル花
きの開発と産
地化支援

果樹園芸等振興費 特色ある花きの産地化を推進するため、洋ラン等の

鉢物類について市場性の高いオリジナル花きの開発を

進めるとともに、早期産地化を図るために、種苗の増

殖や供給等の取り組みを支援した。

これにより、ミニコチョウランの早期ブランド化に

つながるとともに、ノリウツギ等の産地化に寄与した。

・ミニコチョウランオリジナル品種のプロモーション

国際フラワーＥＸＰＯ 平成23年10月

スプリングフェアin鴻巣 平成24年3月

・商談会出展による販路開拓支援

国際フラワーＥＸＰＯにおける山梨県ブースの出展

・オリジナル花きの優良種苗の供給

ミニコチョウラン、ノリウツギ、クランベリー、

スズランエリカ

（ 10,737）

10,503

【花き農水産課】

4県産農産物のブ
ランド化と販売
対策の強化

農 業 総 務 費 本県独自のオリジナル品種等のブランド認知度向上

と販売力の強化を図るため、関係団体と連携し、多様

な需要者の動向を捉えた、県産農産物の情報発信の強

化や販売促進活動などを展開した。

これにより、県産果実の安全性や美味しさがＰＲで

きた。また、甲州牛という高品質牛肉の増産を図るた

め、血統の優れた受精卵を供給する体制が強化された。

・トップセールスによる情報発信と販売促進支援 2回

大阪市中央卸売市場、百貨店、ラジオ大阪、滋賀県内

大田市場、都内量販店 平成23年7月

・オリジナル品種発表会の開催 平成23年7月

・多様な需用者のニーズ等の調査の実施

平成23年4月～平成24年3月

・甲州牛の増産によるブランド力の強化

肉用牛先進地から受精卵採取用雌牛を10頭導入

（平成24年1月～3月）

（ 18,840）

18,840

【農産物販売戦略室】

【畜 産 課】
畜 産 振 興 費

（ 7,700）

7,363

5農業生産基盤
の整備推進

土 地 改 良 費 果樹栽培をはじめとする本県農業を発展させるため、

農作物の栽培や出荷を効率化する基盤整備を推進した。

これにより、畑地帯の総合的な整備で22地区、基

幹農道で13地区の整備が行われるなど、産地基盤の

強化、農産物の輸送の合理化や沿線農地の利便性向上

が図られ、効率的な農業経営に寄与した。

・畑地帯の総合的な整備 明野地区 外21地区

・基幹農道の整備 茅ヶ岳東部地区 外12地区

（ 8,105,051）

【耕 地 課】
5,772,987

［ 2,305,814］



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現 ―22―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

6果樹農家の経
営規模拡大へ
の支援

農 業 総 務 費 意欲ある果樹農家の経営規模拡大を図るため、樹園

地等を借り受けて省力技術等を導入する際の取り組み

を支援した。

これにより、果樹農家の経営規模拡大につながると

ともに、農地利用集積を促進する体制整備が進んだ。

・規模拡大に取り組む農家への継続支援 23戸

・新たに規模拡大に取り組む農家への支援 25戸

・規模拡大に向けた農地利用集積の促進

農地貸借を仲介する農地利用集積円滑化団体を

20市町村で設置

（ 2,745）

2,745

【農村振興課】

【果樹食品流通課】
果樹園芸等振興費

（ 6,250）

4,858

7農産物の新た
な販路の開拓

農 業 総 務 費 県産農産物の知名度向上と有利な条件での販売を促

進するため、新たな需要の拡大と販路の開拓を目指し、

産地と多様な需要者とのマッチングを支援した。

これにより、県産農畜産物の知名度向上と新たな販

路開拓に寄与した。

・商品情報交換会等による生産者団体の販路開拓への支援

産地見学会 2箇所

商談会の開催 平成23年11月

・全国規模の商談会等への参加支援 3回

（平成23年11月～平成24年3月）

・県産畜産物フェア等による情報発信への支援

「2011フェスタまきば」開催支援 平成23年10月

「やまなしブランド食肉マッチングフェア」開催

平成24年3月

（ 600）

【農産物販売戦略室】

【畜 産 課】

【農業技術課】

315

農業改良普及費

（ 264）

264

畜 産 振 興 費

（ 1,740）

1,617

8農産物販売戦
略の強化

農 業 総 務 費 県産農産物のブランド力強化と販路の拡大を図るた

め、「農産物販売戦略委員会」を設置し、総合的な販

売戦略を推進した。

これにより、新たな農産物認証制度の構築、販売強

化に向けたロゴマークなどの作成、農畜協を中心とし

た販売強化活動の実施および輸出促進関連や6次産業

化等への支援など6つの提言がまとめられ、ブランド

力強化と販路拡大に向けて、新たな事業や効果的な取

り組みに寄与した。

・農産物販売戦略委員会の提案による販売戦略の推進

委員会開催 3回

山梨県農産物の販売競争力の強化に対する提言

平成24年2月

・委員会ワーキングチームで旧認証制度を検証

認証品目や基準を見直し、地域ブランドを包括し

た新たな制度への移行を検討

（ 469）

【農産物販売戦略室】
448



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現―23―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

9農産物輸出戦
略の展開

果樹園芸等振興費 果実を中心とした県産農産物の輸出拡大を図るため、

海外でのやまなしブランドの定着に向けた取り組みを

推進した。

これにより、歴史的な円高の継続に加え、原子力発

電所事故による輸入規制等で、輸出額は前年度と比較

してほぼ半減したものの、香港へのモモなどは、前年

を上まわるなど、県産果実の輸出促進に寄与した。

・海外トップセールスの実施

シンガポール 平成23年7月

・海外でのプレゼンテーション実施への支援

台湾、香港 平成23年8月～9月

・海外での販売促進活動への支援

富士の国やまなしフルーツフェアの開催

台湾、香港、シンガポール 平成23年7月～9月

（ 3,786）

【農産物販売戦略室】
2,016

10輸出向け生産
選果体制の確
立

果樹園芸等振興費 果実の輸出促進を図るため、台湾向け果実の選果体

制の整備への支援や検疫対策の強化を推進した。

これにより、全ての選果施設に大型ルーペが設置さ

れるなど、輸出促進に必要な選果精度の向上に寄与

した。

・輸出向け果実選果体制整備への支援

選果精度を高める大型ルーペの整備等

3ＪＡ 1法人

・巡回指導実施、防除基準�選別技術の検討�普及

巡回指導8回、薬剤効果試験、被害果検出装置の

開発

・病害虫果混入防止研修会の開催

選果員を対象とした研修会の開催 3回

（ 2,596）

2,242

【果樹食品流通課】



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現 ―24―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

11直売所の販売
力の強化への
支援

農 業 総 務 費 直売所の販売力を強化するため、専門家によるセミ

ナーの開催や農産物の安定供給を推進するとともに、

機能強化に向けた取り組みを支援した。

これにより、小規模直売施設等が整備され、直売所

における農産物の販売額が49億7千万円、前年度と

比較して2.5％増加するなど、直売所の販売力強化に

寄与した。

・直売所セミナー等による販売力強化への支援

魅力創造講座の開催 2回

販売促進員の配置 27箇所

・品目の増加、通年生産等の推進

手引き等を活用した農務事務所による指導の実施

・直売所の機能強化への支援

小規模直売施設の整備支援 2件

販売スペースの増設や品質管理のための備品整備

支援等 6件

（ 45,377）

45,269

【農村振興課】

【果樹食品流通課】

12山梨の新農産
加工品の開発
推進

農業改良普及費 県産農産物を用いた付加価値の高い加工品を開発し、

高収益農業の実現を図るため、「美味しい甲斐開発プ

ロジェクト」を立ち上げ、専門家による農産物加工や

商品化等のアドバイスを行った。

これにより、本県を代表する新たな名産品づくりを

推進した。

・美味しい甲斐開発プロジェクトチームの設置�開催

4回

・県域でのやまなしの逸品の開発 試作5品

モモの酒、スモモの酒、摘果モモのペースト、モ

モプリン、甲州頬落鶏の弁当

・地域での私たちの一品の開発支援 4団体

ヤマトイモ、ブドウ、ユズ、淡水魚を原材料とし

た加工品開発

（ 6,128）

5,412

【農業技術課】



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現―25―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

13水田フル活用
の推進

主 要 農 作 物

生 産 対 策 費

主食用米の生産調整に取り組むとともに、水田農業

の低コスト化や法人育成に取り組み、麦、大豆、米粉

用米、飼料用米等の戦略作物による水田フル活用を推

進した。

これにより、主食用米の生産調整達成に寄与すると

ともに、地域の組織�法人等による水田活用促進と農

業経営の向上に寄与した。

・主食用米生産数量目標の達成 5,260�
・水田を中心とした法人の育成

1法人（累計15法人）

・水田農業の低コスト化支援

粗植栽培の経営指標の明確化

【花き農水産課】
（ 63,000）

51,281

14甲斐の銘酒づ
くりの促進

農 業 総 務 費 本県の銘酒づくりを促進するため、県内の日本酒メー

カーと連携して、酒造りに適した米の生産拡大と安定

取引を支援した。

これにより、4つの日本酒メーカー及び生産者との

需給調整等による安定的な取引と今後の生産拡大、県

産米による日本酒のＰＲに寄与した。

・甲斐の銘酒づくり推進協議会の活動支援

4推進協議会の設立

・酒造好適米の生産拡大支援

酒造好適米栽培面積 18�
・消費者との交流活動実施支援

消費者との交流活動 延べ4回

（ 1,000）

【花き農水産課】
1,000

15未来を支える
多様な担い手
づくりの推進

農業改良普及費 本県農業の維持�発展を図るため、農業に関心を持

つ若者など幅広い人材を確保するとともに、企業の農

業参入を促進するなど、多様な担い手づくりを推進

した。

これにより、207人が新規に就農するなど、多様な

担い手づくりに寄与した。

・県内外での就農相談会の開催

10回（県内5回、県外5回）

・就農定着支援研修の実施 研修生 25人

・ニューファーマー応援チームによる支援

個別相談�就農相談会の実施

（ 34,029）

33,929

【担い手対策室】



（予算科目 単位

‥

千円）

未来の農業を担う担い手の確保と高収益農業の実現 ―26―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

16農業協力隊員
の就農促進

農 業 総 務 費 多様な担い手を確保するため、農業協力隊員として

農業生産活動や地域活動を行う都市住民等について、

本県での就農や農業法人への就業を支援した。

これにより、32人の隊員が県内に就農�定住し、

新規就農者の確保に寄与した。

・就農定着に向けた隊員への活動支援 40人

（ 121,255）

【担い手対策室】
117,585

17企業の農業参
入の促進

農業改良普及費 企業の農業参入を促進するため、企業訪問、セミナー

や、個別相談を通じて、参入時に必要な情報等を提供

するとともに、生産技術の習得、資金利用等を支援

した。

これにより、県内外の企業12社が農業参入し、農

地の有効利用や雇用の創出に寄与した。

・企業訪問、参入相談の実施 県内外の企業 71社

・経営安定に向けた参入企業への支援

農地確保、資金利用、補助事業の紹介等を支援

20社

（ 400）

【担い手対策室】
379

18企業が参入す
るための農地
整備等の促進

農 地 総 務 費 農業参入を予定する企業との個別相談活動を通じ、

企業の意向に沿った農地のあっ旋、整備等の取り組み

を支援した。

これにより、農業参入を希望する6法人（企業）の

基盤整備に寄与した。

・企業の意向に沿ったほ場�農道等の基盤整備

ほ場整備 4.9�
農 道 延長 415ｍ

用排水路 延長 500ｍ

（ 55,000）

20,725

【農村振興課】
［ 18,145］

19名水を活用し
た内水面漁業
の振興

水産業振興費 豊富な湧水等を活用した内水面漁業の振興を図るた

め、クニマスの特性把握や増殖技術の開発などを推進

した。

これにより、西湖で採捕したクニマスにより人工授

精を行い、人工飼育が可能となり、さらに、飼育特性

や人工養殖に向けてのモニタリング研究調査も行うこ

とができるようになった。

・クニマスの生態調査

平成23年8月～平成24年3月

・飼育特性の把握と増殖技術の検討

平成23年8月～平成24年3月

（ 1,600）

1,500

【花き農水産課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 1 「元気産業創出」チャレンジ

政策 6 中心市街地の活性化と商業の振興
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
3

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

にぎわいのある商店街づくりに向け、市町村や商工団体と連携しながら、商店街をリー

ドする人材の育成や特色ある商店街づくりに取り組むとともに、暮らしやすいまちづく

りを推進するため、大規模集客施設の適正立地を図ります。

平
成

23年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 商店街活力再生への支援 P.28 産 業 労 働 部

○ 中心市街地活性化の促進 P.28 産 業 労 働 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 180百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 51百万円

前年度までの事業費 －百万円

本年度の事業費 51百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

中小市街地における歩行者通行量
167,392人

（H22）

172,000人

（H26）

150,196人

（H23）
△ 373.2



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

中心市街地の活性化と商業の振興 ―28―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1商店街活力再
生への支援

商 工 振 興 費 商店街の活力を再生させるため、市町村や商工会等

が行う空き店舗の活用や商業活性化のためのイベント

開催などを支援するとともに、セミナーの開催により、

地域に根ざした魅力ある商店街づくりを進める人材の

育成を推進した。

これにより、ソフト�ハード両面からの支援が図ら

れ、商店街の活性化に寄与した。

・空き店舗への出店促進のための家賃補助 25件

・商店街を牽引する人材を育成するためのセミナーの

開催 1回

・商店街活性化イベントの開催や、防犯カメラ設置等

への補助 9団体

（ 15,737）

【商業振興金融課】
11,950

2中心市街地活
性化の促進

商 工 振 興 費 商業者、地域住民等による中心市街地の活性化を促

進するため、中心市街地活性化協議会の構成員である

商工会議所等が行う活性化事業に支援した。

これにより、新規店の出店、統一された魅力ある街

並みが形成され、甲府市中心市街地における新たなに

ぎわいの創出に寄与した。

・商業活性化事業への支援 1団体

（ 5,000）

【商業振興金融課】
4,802

3大規模集客施
設の適正立地

集客力のある大規模集客施設等の立地は、まちづく

りに影響を与える可能性が高いことから、その適正立

地を図り、持続的発展が可能な暮らしやすいまちづく

りを推進した。

これにより、立地計画に関する情報が早期に公開さ

れ、地域社会での論議を踏まえた立地を可能とし、大

型店と地域との連携等に寄与した。

・大規模集客施設等立地計画の提出 2件

【商業振興金融課】




